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ウォーターセル株式会社

アグリノートの機能と活用方法



会社概要

ウォーターセル株式会社

 所 在 地 ： 新潟県新潟市

 設 立 ： 2011年7月

 創 業 者 ： 長井 啓友（IPA情報処理推進機構 未踏スーパークリエータ）

 代 表 者 ： 齋藤 達也

 従 業 員 ： 32名（2022年7月現在）

 事 業 内 容 ： 農業情報プラットフォーム／農業支援システム「アグリノート」の開発・運営

 グループ企業 ： 三菱商事株式会社、ベジタリア株式会社、株式会社NTTデータ



営農支援ツール「アグリノート」について
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営農に関するさまざまな情報を記録・集計・出力する

営農支援ツールです

アグリノートとは



5アグリノートの導入実績

2012年のリリース以来、

2022年に 10周年 を迎えました!



6アグリノートの基本機能

圃場の管理

航空写真マップをベースとし

た視覚的な圃場の管理

記録の管理

簡単・シンプルを追求した各

種記録の作成と管理

情報共有

クラウドサービスによるリア

ルタイムの情報共有

多くの営農アプリで標準的に実装されている基本機能群です



7圃場の管理

どこに何植えたっけ？今日はどこで作業す

るんだっけ？

地図上で視覚的に圃場の場所や作付品目が

管理可能に！



8記録の管理

手間をかけて記録する割に過去の振り返り

や集計が大変。

アプリから簡単に記録の作成が可能な上に

記録の集計も自動！



9情報共有

作業状況の把握や進捗管理に一苦労。
場所を問わずアプリからいつでも最新の情

報を手元で確認可能！



10アグリノートの利用環境

パソコンブラウザ版 種類 モバイルアプリ版

アグリノートに関わる全ての設定

記録の作成・確認、分析や出力が可能
特徴

簡易的な設定

現場で記録の作成・確認が可能

事務所や自宅で各種記録の入力や
詳細を確認する時

利用シーン 現場への移動時や作業後

作業全体の進捗確認
作付・圃場ごとの記録詳細の表示、

収支の確認、等
機能

直近の記録の一覧表示、

圃場までの案内機能、等



11アグリノートの管理情報と利用端末別機能対応

作付 圃場

作業記録 生育記録 収穫記録 出荷記録

機械作業者 農薬 肥料 資材

土壌診断

作業項目

設定

記録する

マップ カレンダー 進捗

記録を見る

単価

土地情報

記録を見る 出力

データ出力・二次加工

高度な記録

高度な設定

※ 色塗り項目はモバイルアプリ版対応機能、白抜き項目はモバイルアプリ版非対応機能（PCブラウザ版のみ）
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圃 場 情 報

位置情報・マップ

作付面積

作付履歴

農 地 情 報（高度な設定）

登記面積

住所・地番

所有地・借地

所有者・契約期間

受託料・賃借料

耕作者整理番号

作付：水稲／コシヒカリ圃場名：A-1 作 付 情 報

作目・品種

作付（作業期間）

作付計画(施肥設計など)

Step.1 ⇨ 設定する(圃場の管理)



13Step.1 ⇨ 設定する(作付の管理)

圃 場 情 報

位置情報・マップ

作付面積

作付履歴

農 地 情 報（高度な設定）

登記面積

住所・地番

所有地・借地

所有者・契約期間

受託料・賃借料

耕作者整理番号

作付：水稲／コシヒカリ圃場名：A-1 作 付 情 報

作目・品種

作付（作業期間）

作付計画(施肥設計など)
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作付：水稲／コシヒカリ 作業予定・記録

日付

作業項目

作業者・作業時間

農薬名・使用量

肥料名・使用量

資材・機械

写真

メモ

生 育 記 録

出 荷 記 録

収 穫 記 録

土 壌 診 断 記 録

Step.2 ⇨ 記録する(作業予定・記録)

圃場名：A-1
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作業の進捗を地図や一覧として可視化

全体の進捗状況も数字や色で正確に把握

作業圃場の抜け漏れ防止や要員計画の策定に活用

Step.3 ⇨ 確認する(作業進捗の管理)



16

作業進捗

作業面積

作業時間

10aあたり収量

データ出力

集計データ

栽培履歴

トレーサビリティ

収穫・出荷ロット管理 散布日

肥料名

肥料成分

回数

散布量

肥 料

作業内容

散布日

農薬名

農薬成分

回数

散布量

農 薬

作業内容

資材散布実績の確認

Step.3 ⇨ 記録の確認・集計も容易に

作付：水稲／コシヒカリ圃場名：A-1
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作業記録を集計し一覧データとして可視化。全体の使用資材や作業の流れを把握。

振り返りや提出用データとして活用化 (Excel・CSVデータとしての出力も可能)

作業記録

▶ 2018年 4月11日 土壌改良材散布

▶ 2018年 4月13日 土壌改良材散布

▶ 2018年 4月19日 耕起

農薬別

▶ バリアード箱粒剤 2回

▶ タフブロック 1回

農薬成分別

▶ チアクロプリド 4回

▶ タラロマイセスフラバス 2回

肥料別

▶ 北越後ソイルスター 100kg

▶ ふくなり堆肥2号 200kg

▶ 有機３０魚沼ロマン側条専用（粒状） 50kg

NPK単位別集計

N：350kg (35kg /10a)

P：100kg (10kg /10a)

K：50kg（5kg /10a）

微量成分別集計

石灰：0mg(0mg/10a)

苦土：0mg (0mg /10a)

ホウ素：0mg（0mg /10a）

マンガン：0mg（0mg /10a）

生育記録グラフ 生育記録アルバム 収穫等級別

１等

検査後：7俵（60kg）（1.16俵 /10a）

２等

検査後：2俵（60kg）（0.5俵 /10a）

３等

検査後：1俵（60kg）（0.2俵 /10a）

タイムライン

2018年

４月１１日 土壌改良材散布 肥料：イセグリーン

４月１３日 土壌改良材散布 肥料：北越後ソイルスター

４月１９日 耕起

５月１０日 荒代掻き

５月１１日 本代掻き

５月１５日 移植

５月２０日 除草剤散布農薬：ゼータタイガーフロアブル

７月１１日 生育記録 草丈：72.2cm, 茎数：37.2本/株, SPAD：34.56

７月１８日 生育記録 草丈：74.2cm, 茎数：39.2本/株, SPAD：32.3

７月２４日 追肥 肥料：越のかがやき

７月２７日 生育記録 草丈：77.5cm, 茎数：38本/株, SPAD：38.12

７月３１日 追肥 肥料：越のかがやき

８月８日 生育記録 草丈：82.4cm, 茎数：26.64本/株, SPAD：31.97

９月３０日 収穫記録 計測したタイミング：収穫時, 品質・規格：乾燥重量, 

収穫量：2435kg

✓

✓

✓ ✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

Step.3 ⇨ 確認する(記録の確認と集計)
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作業記録を日々付けることによってアグリノート上で労務コスト、資材コストを集計

圃場ごと、作業者ごとでの集計・分析や次シーズンの計画検討に活用

Step.3 ⇨ 確認する (収支分析)



19アグリノートを活用することで

手書きのノート

• 管理が煩雑

• 集計できない

アグリノートを活用した農業情報管理

• 管理が容易

• 集計・分析が可能

「データを蓄積する」ことが目的となっていた

手間をかけた割に効果が無い

「データを活用する」ことを目的に記録を蓄積

戦略的かつ効率的な農業経営を実現

これまで これから



20農業機械との連携



21各種農業気象センサーとの連携

PaddyWatch
[PW-2300]

FieldServer
[FS-Ⅵ]

今後は他メーカーの
センサーと積極的に連

携！
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AgriNote
Cloud Server

Drone

AgriNote User

Satellite
衛星リモセン

LPWA Network Gaeway

各種センシング事業者との連携



23土壌診断・分析センターとの連携



24経営分析機能の開発と連携

※ 線形計画法プログラム（ XLP）への対応も検討中

経営管理機能

経営資源の見える化／コスト管理・集計機能 所定の条件下で最も農業所得を高める作付計画案を容易
に算出するシミュレーションツール「Z-BFM」との連携

パートナー企業との連携（経営分析・予測）

全農/農研機構：Z-BFMとの連携

企画検討中



導入事例のご紹介



26導入事例①（水稲）

いつ、何をやったか、その都度振り返られる。アグリノートで圃場情報の記録と管理が変わりました。

株式会社 清耕園ファーム 様

圃場マップの共有により正確な指示出しと

圃場把握が可能に！

アプリの圃場マップと現在地情報から初めての圃場

も迷わず特定

効率的な作業指示と視覚的な圃場の把握を

実現したい

管理する圃場枚数が多く、作業場所の間違いが度々

発生してしまう



27導入事例①（野菜）

アグリノートに貯めたデータは大切な財産。今後も農業を続けていくために有効活用していきたい。

農業生産法人 有限会社 髙橋菜園 様

圃場毎の農薬散布情報が自動集計され、事

務の手間が大幅に削減！

GAP認証取得にも、アグリノートの蓄積データをフ

ル活用できた

圃場別の栽培履歴と複雑な農薬散布実績を

効率的に管理集計したい

紙のメモでは農薬散布の手計算に多くの時間が費や

されていた



28導入事例③（果樹）

重要なのは栽培と経営の見える化。記録データは改善方法を見つけ、考えるための基礎になります。

有限会社 ぶどうばたけ 様

データ管理により、作業の抜け漏れ確認や

情報共有が簡単に実現！

農作業情報の活用がスタッフのスキルアップなどに

もつながった

手書きの日報からアグリノートでのデータ

管理に切り替え

手書きの日報は見たい時にすぐ見れず、保管も嵩張

り探すのも一苦労



29導入事例、まだまだあります！

アグリノートのWebサイトにて、

たくさんの 導入事例 を公開中です！

ぜひご覧ください👇

アグリノート 導入事例



最近のアップデートと今後の取り組み



31データ活用における現場の課題

提供する価値 見えてきた課題
• 高度な管理機能に加えてシンプルな情報共有も！

もっとシンプルに

• 手間のかかる記録づけをもっと簡単に！

もっと簡単に

• 自組織だけでなく、取引先と一緒に活用！

もっとみんなで

• 記録したデータをもっと効率的に活用！

もっと便利に



32【最近のアップデート】もっとシンプルに

組織内での情報共有やコミュニ
ケーションを円滑に行いたい

圃場マップに看板を立ててコミュ
ニケーションする「立て看板機

能」のモバイル対応で、シンプル
な情報共有を実現！

現状の課題

課題解決提案



33【最近のアップデート】もっと簡単に

手間のかかる記録作成を
もっと簡単に行いたい

スマホを持って圃場にいくだけで
自動で記録の下書きができる！

GPS自動記録機能で
記録作成の手間を削減！

現状の課題

課題解決提案



34【最近のアップデート】もっとみんなで

取引先や関係機関との情報共有を
円滑に行い、より効率的な

データの利活用を行いたい！

データ共有により、
産地・コミュニティでの
データ利活用を加速！

現状の課題

課題解決提案



35【今後の取り組み】もっと便利に

記録したデータの活用領域を
もっと広げたい

各種認証取得に必要な
情報管理や行政手続きの

効率化を実現！

現状の課題

課題解決提案

管理
• 圃場管理

• 記録管理

認証
• GAP

• JAS有機

• 特別栽培

行政
• 各種申請

• 行政手続き

現在調査検討中必要な情報を整理



36アグリノートが目指す営農データ活用の未来

営農情報のデータ化と
共有・連携による活用で、

課題解決へ

生産者の役に立つ
情報プラットフォームとして



www.agri-note.jp
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